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１「啓

  ①

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケ

 〔障

 ・利

 ・障

 ・地

 

 

啓発」 

①障害の

ケート調査 

障害者の社会

利用しやすい

障害者自身の

地域の人たち

 障害に

生み出し

加に必要

う、広報

 また、

子どもの

の子供た

という希

障害の

障害につ

 

の理解 

 

会参加に必要

い施設への改

の積極性 2

ちが障害者を

に対する誤

しています

要な条件と

報や福祉教

幼稚園、

の能力や障

たちの理解

希望があり

のある人が

ついて理解

自立支

要な条件〕 

改善 22.1%

21.5% 

を受け入れる

誤解や偏見

す。アンケ

として「地

教育の充実

保育園、

障害の状態

解を深める

ります。

が、社会生

解を深めて

支援さく

 

1% 

るよう、広報

(２７ペー

取組の視

見が、障害

ケート調査

地域の人た

実」が挙

、学校に

態に適し

るような

生活をおく

ていく必

らプラン

報や福祉教育

ージ)

視点 

害のある人

査の中で

たちが障害

げられて

対して「

した指導を

交流機会

くるため

要があり

ン 

育の充実 

人の暮ら

も、障害者

害者を受け

ています。

「先生の理

をして欲し

会を増やし

には、周囲

ります。 

 18.1% 

しにくさ

者の社会

け入れる

 

理解を深め

しい」「周

して欲しい

囲の人々

 

を

参

よ

め、

り

い」

が



  
 

 

 〔幼

 ・先

 ・修

 ・ま

 

施策の

 ○講

 ○小

教

 ○社

 ○公

 ○保

め

 ○人

生

○内部

て、

重点課

すべ

です。

幼稚園、保育

先生の理解を

修学相談や進

まわりの子ど

の方針 

講演会、シ

小中学校の

教職員に対

社会教育事

公民館職員

保育士や学

めの研修会

人権を尊重

生徒・保護

部障害の

、障害者

課題 

べての市

。 

育園、学校へ

を深め、子ど

進路相談など

どもたちの理

シンポジウ

の授業の一

対して障害

事業の中で

員に対して

学童保育イ

会を実施し

重するまち

護者・地域

のある人も

者用駐車場

市民が、障

への希望〕 

どもの能力や

どの相談体制

理解を深める

ウム等を開

一環として

害への理解

で障害につ

て障害への

インストラ

します。

ちづくりを

域の方々に

も気軽に駐

場について

障害につい

 

や障害の状態

制の充実を

るような交流

開催し、障

て、障害に

解を深める

ついて学ぶ

の理解を深

ラクターに

を推進する

に対し、出

駐車できる

ての理解に

いて学ぶ機

(２８ペー

態に適した指

して欲しい 

流機会を増や

障害につ

について学

るための研

ぶ機会を設

深める研修

に対して、

るために、

出前人権授

るよう、ハ

に努めます

機会が提供

ージ)

指導をして

 20.3% 

やして欲し

いて学ぶ

学ぶ機会を

研修会も

設けます

修会を実

、障害への

、小中学校

授業を実

ハートプラ

す。 

供されるま

欲しい 25

い 16.9% 

ぶ機会を設

を設けます

も実施しま

す。 

実施します

の理解を深

校を拠点

実施します

ラスマーク

まちづく

25.4% 

 

設けます。

す。また、

ます。 

す。 

深めるた

点に、児童

す。 

クを通じ

りが必要

 

 

童

じ

要



  

 

  ②

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②合理的

 障害の

る権利が

た「障害

在、政府

の批准に

が、障害

建築物な

話や要約

ト面の充

切に提供

障害児

会生活を

配慮の推

のある人も

があります

害者の権利

府は「障が

に向けた

害を理由に

などのバリ

約筆記な

充実を図り

供される環

児(者)に対

をおくれる

推進 

自立支
も、障害の

す。このこ

利に関する

がい者制度

法整備の

に社会参加

リアフリー

どのコミ

り、障害の

環境が必要

対する差別

る環境の整

支援さく

(２９ペー

取組の視

のない人

ことは２

る条約」

度改革推

の検討を進

加が阻ま

ー化等の

ミュニケー

のある人

要です。

別をなく

整備が必

らプラン

ージ)

視点 

と同じよ

００７年

の中にも

進会議」

進めていま

れないよ

ハード面

ーション手

が必要と

 

し、だれ

要です。

ン 
ように社会

年に日本政

も謳われて

を設置し

ます。障

ようにする

面の整備を

手段の確

とする様々

れもが平等

 

会生活をお

政府が署名

ています。

し、この条

障害のある

るためには

をはじめ、

確保等のソ

々な配慮が

等で明るい

 

おく

名し

現

条例

る人

は、

手

ソフ

が適

い社



  

 

施策の

 ○公

条

 ○既

り

利

 ○ス

け

 〇市

ミ

 

重点課

 施設

て進め

等)の在

 

 

 

の方針 

公共施設の

条例」に適

既存の公共

りがしやす

利用しやす

スポーツ大

け隔てなく

市に手話通

ミュニケー

課題 

設の新築

められます

在り方につ

の新設や既

適合するよ

共施設にお

すいように

すい環境づ

大会、イベ

く参加でき

通訳者を配

ーションの

・改修等の

すが、施設

ついて積

既存施設の

ように努め

おいて、

にスロー

づくりに努

ベント等

きる大会運

配置し、

の確保を図

のハード

設を有効

積極的な検

の改修に

めます。

障害者駐

プの設置

努めます

を開催す

運営に努

窓口や、

図ります

面につい

に活用す

検討が必要

(３０ペー

おいて、

 

駐車スペー

置やスペー

。 

する際、障

めます。

市の行事

。 

いては、法

するための

要です。

ージ)

「千葉県福

ースの確保

ースの確保

障害のある

 

事において

法令等によ

のソフト面

福祉のまち

保や車イス

保をし、障

る人もない

て聴覚障害

よる基準に

面の支援(人

ちづくり

スの出入

障害者が

い人も分

害者のコ

に基づい

人的支援

 

入

が

分

援



  

2「参

  ①

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケ

 〔差

 ・よ

・と

 ・ほ

 ・ま

参加」 横

①権利擁

ケート調査 

差別・偏見を

よく感じる 

ときどき感じ

ほとんど感じ

まったく感じ

 精神障害

 知的障害

 身体障害

 障害の

都合や不

害のある

がノーマ

アンケ

いう設問

います。

障害に

等で明る

 

横断的な

擁護 

 

をどの程度感

 5.6% 

じる 31.0%

じたことがな

じたことがな

害:「ときど

害:「ときど

害:「ときど

のある人は

不利益を受

る人もな

マライゼー

ケート調査

問に対して

 

に対する差

るい社会生

支援 

自立支

感じるか(全

% 

ない 28.2%

ない 21.3%

き感じる」

き感じる」

き感じる」

は、日常生

受けていま

い人も同

ーションの

査の中でも

て「ときど

差別をなく

生活をおく

支援さく

全体)〕 

% 

% 

40.0％ 「

36.8％ 「

28.7％ 「

(３１ペー

取組の視

生活の中

ます。こ

同じように

の基本的

も、差別

どき感じ

くし、障

くれるま

らプラン

「よく感じる

「よく感じる

「よく感じる

ージ)

視点 

で、障害

のような

に暮らして

な考え方

・偏見を

じる」とい

害のある

ちづくり

ン 

る」20.0％ 

る」13.2％ 

る」 2.9％ 

害によるさ

な障壁を取

ていける

方です。 

をどの程度

いう意見が

る人が地域

りが必要で

 

 

 

さまざまな

取り払い、

る社会の実

度感じるか

が多くなっ

域の中で、

です。 

 

な不

障

実現

かと

って

平



  

 

施策の

 ○

づ

設

差

 ○相

努

 ○障

法

の

 ○障

利

重点課

 障害

がれま

 

 

の方針 

「障害の

づき、障

設置する

差別や偏

相談支援

を図り、

努めます

障害のあ

法的行為

の利用促

障害のあ

利擁護部

課題 

害のある

ます。特

ある人も

害のある

る「地域相

偏見の解消

援事業所、

虐待につ

す。 

る人が、

為が困難な

促進を図り

る人の権

部会の中で

人が地域

特に成年後

もない人も

る人が差別

相談員」や

消に努めま

障害福祉

ついての情

福祉サー

な場合、成

ります。

権利擁護に

で、地域や

域で暮らし

後見人制度

も共に暮ら

別や障害を

や「広域専

ます。 

祉サービス

情報を共有

ービスの利

成年後見制

については

や関係団体

し続けてい

度の拡充が

(３２ペー

らしやすい

を理由に不

専門指導

ス事業所を

有化する中

利用をはじ

制度が充分

は、佐倉市

体と共に取

いくために

が必要です

ージ)

い千葉県づ

不利益を受

員」とと

をはじめ、

中で、虐待

じめとする

分利用でき

市自立支援

取り組んで

には、権利

す。 

づくり条例

受けた場

ともに相談

、関係機関

待の予防

る契約締結

きるよう

援協議会啓

でいきま

利擁護の推

例」に基

合、県が

談に応じ、

関と連携

と防止に

結などの

に、制度

啓発・権

す。 

推進が急

 

基

が

携

の

度

権

急



  

 

  ②

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケ

 〔相

 ・曜

 ・気

 ・身

 

②相談・

ケート調査 

相談しやすい

曜日や時間に

気軽に相談で

身近な場所で

 障害の

めには、

の中でも

いつでも

所で相談

 また、

人」が最

役所」の

市の役割

 

情報提供

 

い体制〕 

に関係なく、

できる 18.

で相談できる

のある人や

気軽に相

も、相談し

も相談に応

談できる」

サービス

最も多く、

の順となり

割が重要と

供 

自立支

いつでも相

8.5% 

る 15.5% 

やその家族

相談できる

しやすい体

応じてくれ

」が挙げ

スの情報

、次いで

ります。障

となってい

支援さく

相談に応じて

(３３ペー

取組の視

族が、安

る仕組み

体制とし

れる」「気

られてい

報源として

「市や県

障害のあ

います。

らプラン

てくれる 2

ージ)

視点 

心して地

が必要で

して、「曜日

気軽に相談

ます。 

ては、「家

県の広報、

る人への

 

ン 

26.8% 

地域で生活

です。アン

日や時間に

談できる」

族・親戚

パンフレ

の情報提供

活をおくる

ンケート調

に関係な

」「身近な

戚・友人・

レット」

供の場とし

 

るた

調査

く、

な場

・知

「市

して



  
 

 〔サ

 ・家

 ・市

 ・市

 

施策の

1 気

 ○市

 ○相

意

2 障

 ○身

係

 ○佐

重点課

障害

です

 

サービスの情

家族・親戚・

市や県の広報

市役所 14.0

の方針 

気軽に利用

市内に相

との解消

相談内容

意識を共

障害福祉サ

身体障害

しおり」

係団体の

佐倉市ホ

ービスの

課題 

害のある

す。 

情報源〕 

・友人・知人

報、パンフレ

.0% 

用できる相

談支援事

に努めま

容によって

共有しなが

サービス

害者手帳を

を配布し

の紹介等、

ームペー

の向上に努

る人や家族

人 21.7% 

レット 18.

相談支援

事業所を配

ます。 

ては、自立

がら、解決

等の情報

をはじめ、

し、受けら

一人ひと

ージの文字

努めます。

族の不安を

8.5% 

援体制の充

配置し、障

立支援協議

決に向けて

報提供に努

各種障害

られる障害

とりが必要

字の拡大や

 

を解消する

(３４ペー

充実を図り

障害のある

議会を通じ

て取り組ん

努めます。

害者手帳の

害福祉サー

要とする情

や音声読み

るためには

ージ)

ります。 

る人や家族

じて関係機

んでいきま

 

の交付時に

ービスや相

情報の提供

み上げ機能

は、相談体

族の不安や

機関が互

ます。 

に「障害者

相談窓口、

供に努め

能の付加

体制の充実

や困りご

いに問題

者福祉の

、障害関

ます。 

など、サ

実が必要

 

ご

題

の

サ

要



  

  ③

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③情報・

 障害の

り、互い

らしてい

ョンを通

とは、バ

 障害の

ョンの手

る人が暮

していく

 

コミュニ

のある人

いに意思の

いくための

通じて周囲

バリアフリ

のある人

手段、方法

暮らしや

く必要があ

ニケーショ

自立支

が、障害

の疎通を深

の基盤とな

囲の人々

リー社会の

が地域で

法などを保

すいコミ

あります。

ョン 

支援さく

(３５ペー

取組の視

害のない人

深めてい

なるもの

が障害児

の実現に

で生活して

保障する

ミュニケー

。 

らプラン

ージ)

視点 

人とコミ

くことは

です。ま

児(者)につ

もつなが

ていくため

取組みを

ーションバ

ン 

ュニケー

は、地域社

また、コミ

ついて理解

がっていき

めのコミ

を充実させ

バリアフ

ーションを

社会の中で

ミュニケー

解を深める

きます。 

ミュニケー

せ、障害の

フリーを推

 

を図

で暮

ーシ

るこ

ーシ

のあ

推進



  

施策の

 ○市

情

必

 ○市

 ○音

る

め

 ○文

 ○作

流

 ○障

し

 ○ユ

害

重点課

障害

な環

 

の方針 

市の主催す

情報・コミ

必要に応じ

市役所に手

音声言語を

るコミュニ

めていきま

文書の音声

作品展など

流や集いの

障害者スポ

していきま

ユニバーサ

害のある人

課題 

害のある

環境の整

する事業に

ュニケー

じて可能な

手話通訳者

を使用しな

ニケーショ

ます。 

声コード化

どの行事を

の場の確保

ポーツ大会

ます。 

サルデザイ

人もない人

る人が必要

整備が必要

に手話通

ションの

な限り手話

者を配置

なくても

ョンボード

化や活字文

を通じて

保に努めま

会等を通

インに基

人も快適に

要とするコ

要です。

訳者や要

の確保を図

話通訳者や

し、必要

、挿し絵

ドの普及等

文書読み

、障害の

ます。 

じて、参

づいた、

に利用でき

コミュニケ

(３６ペー

要約筆記者

図ります。

や要約筆記

に応じて

絵を指差す

等、コミュ

上げ装置

のある人の

参加者や関

公園や休

きる場の情

ケーション

ージ)

者を配置し

また、市の

記者の派

て各課の窓

すことで意

ュニケーシ

置の設置・

の発表の機

関係者の交

休憩施設の

情報提供

ン手段が確

し、聴覚障

の事業に限

派遣に努め

窓口に派遣

意思の疎通

ションの支

普及を進

機会と地域

交流の機会

の整備を進

供に努めま

確保でき

障害者の

限らず、

めます。

遣します。

通が図れ

支援を進

進めます。

域での交

会を支援

進め、障

ます。 

るよう

 

の

 

れ

進

 

交

援

障



  

  ④

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④移動 

障害の

自らの意

づくりは

です。そ

インフラ

必要にな

障害の

環境づく

 

のある人が

意思で外に

は、障害の

そのために

ラの整備は

なります。

のある人の

くりが大切

自立支

が、仕事や

に出たい

のある人が

には、道路

はもとより

 

の生活を支

切です。

支援さく

(３７ペー

取組の視

や通院、買

いと思う時

が地域生活

路(歩道)、

り、ヘルパ

支えるた

らプラン

ージ)

視点 

買い物、余

時に外に出

活をおく

、公園の

パー等、

めには、安

ン 

余暇の過ご

出られる

るために

トイレな

マンパワ

安心して

ごし方など

という環

に必要な条

など基本的

ーの支援

て移動でき

 

ど、

環境

条件

的な

援も

きる



  

 

施策の

○障

移

○歩

ア

 

重点課

障害

全性

 

 

 

 

 

 

 

 

の方針 

障害のあ

移動支援

歩道の段

ック)の設

アフリー

課題 

害のある

性等を勘

ある人が、

援事業をは

段差の解消

設置、側溝

化に努め

る人も利用

案する中

日々の生

はじめ、地

消、路面の

溝蓋の設置

めます。

用しやすい

中でバリア

生活の中で

地域生活支

の補修、視

置等、幹線

い道路(歩

アフリー化

(３８ペー

での移動

支援事業の

視覚障害者

線道路か

道)の整備

化の推進が

ージ)

手段が確

の充実を図

者誘導用ブ

ら順次、

備について

が必要です

確保できる

図ります

ブロック(点

道路(歩道

ては、緊急

す。 

るように、

。 

点字ブロ

道)のバリ

急性、安

 

安



  

3「参

  ⑤

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケ

 〔住

 ・ケ

 ・住

 ・特

 

参加」 個

⑤生活支

ケート調査 

住まいへの要

ケアホームや

住宅改修の助

特にない 17

 生活支

響を受け

た多様な

障害の

ホームや

が必要で

求められ

められて

障害福

障害福祉

 

個別的な

支援 

 

要望〕 

やグループホ

助成金制度の

17.7% 

支援は、障

けるサービ

な障害福祉

のある人が

やケアホー

です。特に

れる事業や

ています。

福祉サービ

祉計画」の

支援 

自立支

ホームなどの

の充実 21.

障害のある

ビスである

祉サービス

が地域の中

ームなど住

に、日中活

や介護する

。 

ビスをは

の中で計画

支援さく

の整備 23.

1.5% 

３９ペー

取組の視

る人が暮

るだけに

スの提供

中で生活

住まいを

活動等、

る家族が

じめ、地

画的に取り

らプラン

3.7% 

ージ)

視点 

暮らしてい

、個々の

が求めら

活していく

をはじめと

障害の特

が病気にな

地域生活支

り組んでい

ン 

いくために

の障害の特

られていま

くためには

とする様々

特性から医

なった時等

支援事業な

いく必要が

に直接的な

特性に合わ

ます。 

は、グルー

々な社会資

医療的ケア

等の支援が

など「佐倉

がありま

 

な影

わせ

ープ

資源

アが

が求

倉市

ます。



  

施策の

 ○障

 ○障

グ

必

整

 ○障

る

所

○

事

 

重点課

地域

 

 

 

 

の方針 

障害のあ

ービスが

障害のあ

グループ

必要です

整備・充

障害のあ

る社会資

所の整備

○障害のあ

事業等の

課題 

域の特性

る人の意

が提供でき

る人が施

プホーム・

す。障害の

充実を図り

る人が日

資源が必要

備・充実を

ある人の休

の事業所の

性をふまえ

意思を尊重

きるよう、

施設から移

ケアホー

のある人が

ります。

日中に意義

要です。多

を図ります

休養や介護

の整備・充

えた地域生

重し、一人

相談支援

移行して、

ーム、入所

が望む暮ら

義ある時間

多様なニー

す。 

護する人が

充実を図り

生活支援事

(４０ペー

人ひとりの

援事業所の

地域社会

所施設、ア

らし方が実

間を過ごす

ーズにこた

が疾病等の

ります。

事業の拡充

ージ)

の障害の特

の充実強化

会で暮らし

アパート等

実現できる

すためには

たえられる

の際利用

充を図る

特性に合わ

化を図り

していくた

等住まいの

るよう居住

は、日中利

る日中活動

できる、短

る必要があ

わせたサ

ます。 

ためには

の確保が

住環境の

利用でき

動系事業

短期入所

あります。

 

サ

は、

が

の

き

業

所

 



  

 

  ⑥

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥生活環

アンケート

 〔外出時

 ・道路や

 ・身近な

 ・障害者

 障害

ていくた

除いてい

公平に、

の思想に

の補修や

います。

に取り組

 障害の

要な問題

と行政が

での共助

です。 

環境 

ト調査 

時の困難〕 

や駅の段差や

な公園や歩道

者トイレが少

害のある人

ためには、

いく必要が

自由に、

に基づくま

や建物の耐

今後も、

組む必要が

のある人に

題です。迅

が連携した

助体制の確

自立支

 

や階段に問題

道のベンチな

少ない、使い

人が社会の

、建物や道

があります

、使いやす

まちづく

耐震対策な

、緊急性や

があります

にとって、

迅速で確実

た防災訓練

確立も併せ

支援さく

題が多い 1

など、休憩で

いにくい 7

(４１ペー

取組の視

の中で、

道路、交

す。障害の

すく、安

りが進ん

などと共

や重要性

す。 

、地震や

実な情報

練の実施

せて、緊

らプラン

12.2% 

できる場所が

7.9% 
ージ)

視点 

自らの意

交通など、

のある人

安全な」ユ

んでいます

共に、まだ

性などを考

や火災など

報伝達の仕

施、要援護

緊急時の体

ン 

が少ない 

意思で積極

物理的な

もない人

ユニバーサ

すが、老朽

だまだ課題

考慮する中

どの災害時

仕組みづく

護者の把握

体制整備が

 8.6% 

極的に生活

な障壁を取

人も、「誰も

サルデザイ

朽化した道

題は残され

中で、積極

時の対処は

くりや、地

握など、地

が重要な課

 

活し

取り

もが

イン

道路

れて

極的

は重

地域

地域

課題



  
 

施策の

 ○障

て

公

 ○多

合

 ○防

サ

あ

 ○市

障

 ○

災

重点課

公園

必要

の方針 

障害のあ

て、「ユニ

公園の移

を行いま

多目的ト

合した施

防災行政

をはじめ

サービス

ある人に

市内各地

障害のあ

「地域にお

災害時要

課題 

園や多目

要です。

る人もな

ニバーサル

移動等円滑

す。 

トイレの整

施設の整備

政無線放送

めとする様

スは文字に

に有効であ

地で防災訓

ある人への

おける災害

要援護者の

的トイレ

 

ない人も、

ルデザイ

滑化整備ガ

整備をはじ

備を進めま

送を補完す

様々な行政

による情報

あることか

訓練を実施

の対応につ

害時要援

の避難支援

レの整備と

快適に利

ンによる

ガイドライ

じめ、「千

ます。 

する目的で

政情報を発

報を伝達す

から、今後

施する際、

ついて協議

護者支援

援体制の充

と併せ、施

(４２ペー

利用できる

るみんなの

イン」に基

千葉県福祉

で、携帯電

発信するサ

するサービ

後も周知

、地域、

議を進めま

援の手引き

充実を図り

施設を快適

ージ)

る公園や休

のための公

基づき、整

祉のまちづ

電話やパソ

サービスを

ビスであ

・充実に努

行政、教

ます。 

き」の周知

ります。 

適に使用す

休憩施設を

公園づく

整備・改修

づくり条例

ソコンに災

を行いま

り、聴覚

努めます

教育機関と

知、見直し

するための

を目指し

りー都市

修、指導

例」に適

災害情報

す。この

に障害の

。 

と連携し、

を行い、

の検討が

 

し

市

導

適

報

の

の

が



  

  ⑦

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケ

⑦教育・

ケート調査 

 〔幼稚

 ・先生

 ・就学

 ・まわ

 

 障害の

に合わせ

す。アン

として「

た指導を

充実して

交流機会

 障害の

ことでサ

目のない

早期発見

対応でき

す。 

育成 

 

稚園、保育園

生の理解を深

学相談や進路

わりの子ども

のある児童

せたきめ細

ンケート調

「先生の理

をして欲し

て欲しい」

会を増やし

のある人の

サービスの

いサービス

見に努める

きる相談体

自立支

園、学校への

深め、子ども

路相談などの

もたちの理解

童が受ける

細かい指導

調査の中で

理解を深め

しい」「修

」「まわり

して欲しい

の入園・就

の提供が途

スが受けら

るとともに

体制や学習

支援さく

の希望〕 

の能力や障

の相談体制を

解を深めるよ

(４３ペー

取組の視

る教育に

導・相談体

でも、幼稚

め、子ども

修学相談や

りの子ども

い」など

就学・就業

途絶えた

られる必

に、教育

習・指導体

らプラン

障害の状態に

を充実して欲

ような交流機

ージ)

視点 

は、一人ひ

体制の充実

稚園、保育

もの能力や

や進路相談

もたちの理

が挙げら

業等を支援

りするこ

要があり

・福祉・保

体制の充実

ン 

に適した指導

欲しい 20

機会を増や

ひとりの

実が求め

育園、学校

や障害の

談などの相

理解を深め

られていま

援する機

ことが無い

ります。ま

保健機関

実が求め

導をして欲し

20.3% 

して欲しい

障害の特

られてい

校への希

状態に適

相談体制

めるよう

ます。 

関が変わ

いよう、切

また、障害

が連携し

られてい

しい 25.4%

い 16.9% 

 

特性

いま

希望

適し

を

な

わる

切れ

害の

して

いま

% 



  

施策の

 ○市

人

 ○佐

小

議

 ○

方

教

 ○各

童

 ○公

児

重点課

の方針 

市内の小

に発達障

人ひとり

佐倉市自

小中学校

議や研修

発達障害

方々がよ

また、保

教育機関

各小中学

童への支

公立・認可

児童の個

課題 

関係機

ァイルの

 

中学校の

障害のある

の障害の

自立支援協

校の関係機

修会を実施

害のある児

より使いや

育園にお

関、保健機

学校に特別

支援や相談

可保育園、

個々の障害

機関の連携

の活用につ

の教員、保

る児童への

の特性に応

協議会療育

機関が、保

施し、障害

児童のため

やすい内容

おいてもラ

機関と連携

別支援教育

談体制の充

、学童保育

害の特性に

携による総

ついて積極

保育士、学

の理解を深

応じた教育

育支援・教

保護者のニ

害の早期療

めのライ

容にするた

ライフサポ

携を図りな

育コーディ

充実に努め

育所で障

に応じた保

総合的な支

極的な取り

(４４ペー

学童保育イ

深める研修

育・保育体

教育部会

ニーズに応

療育の在り

フサポー

ため、今後

ポートファ

ながら研修

ィネーター

めます。

害児保育

保育の実施

支援を図る

り組みが必

ージ)

インストラ

修会を定期

体制の充実

の中で、

応じられる

り方の検討

ートファイ

後も改善に

ァイルの活

修に努めま

ーを配置

育巡回相談

施に努めま

るため、ラ

必要です。

ラクター等

期的に開

実を図り

幼稚園、

るよう定期

討を進め

イルは、保

に努めて

活用が出来

ます。 

し、障害の

談を実施し

ます。 

ライフサポ

。 

等を対象

催し、一

ます。 

保育園、

期的に会

ます。 

保護者の

いきます

来るよう

のある児

し、園児・

ポートフ

 

象

会

の

す。

、

児



  

  ⑧

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケ

 〔働

 ・雇

 ・体

 

⑧雇用・

ケート調査 

働くための条

雇用者側の障

体調に合わせ

障害の

は、個々

た、雇用

を続けて

理解が重

さらに

物の購入

場が必要

て「雇用

せた勤務

た、公共

う声があ

就労 

 

条件〕 

障害について

せた勤務時間

のある人が

々の適性や

用を確保す

ていくため

重要な要素

に、官公庁

入を進める

要です。ア

用者側の障

務時間に配

共機関等に

あります。

自立支

ての知識があ

間に配慮があ

が、その人

や能力に応

するだけで

めには、雇

素となりま

庁などの仕

るなど、安

アンケー

障害につ

配慮がある

においても

。 

支援さく

あること 2

あること 1

(４５ペー

取組の視

人らしく自

応じた就労

でなく、障

雇用者側の

ます。 

仕事を障害

安定した工

ト調査によ

いての知

ること」な

も、出来る

らプラン

23.1% 

17.9% 

ージ)

視点 

自立した生

労の場の

障害のある

の障害に対

害者施設

工賃が得

よると、働

知識がある

などが挙

る仕事は発

ン 

生活をお

確保が必

る人が継

対する正

設に発注し

られる福

働くため

ること」「

げられて

発注して

おくるため

必要です。

継続して就

正しい知識

したり、生

福祉的就労

めの条件と

体調に合

ています。

て欲しいと

 

めに

ま

就労

識と

生産

労の

とし

合わ

ま

とい



  

 

施策の

○就

促

○市

技

す

○市

用

の

○

支

○佐

等

す

重点課

関

取

 

の方針 

就労継続

促進に努

市役所の

技能の取

す。 

市内の事

用促進奨

の雇用の

「障害者

支援しま

佐倉市自

等の関係

す。 

課題 

関係機関

り組む必

支援事業

努めます。

中で、障

取得を推進

業者が障

奨励金を交

の推進を図

就業・生

す。 

立支援協

係機関との

との連携

要があり

業の充実と

 

障害のある

進すること

障害のある

交付し、障

図ります。

生活支援セ

協議会就労

の連携によ

携を深め、

ります。

とともに、

る人に対し

とにより、

る人を一定

障害に対す

 

センター」

労部会を通

より、障害

障害のあ

(４６ペー

福祉的就

して就労訓

一般事業

定の要件で

する雇用者

と連携し

通じて、ハ

害者の就労

ある人も就

ージ)

就労から一

訓練の機会

業所への就

で雇用した

者の理解と

し、障害の

ハローワー

労について

就労の機会

一般就労へ

会を提供

就労促進を

た場合、障

と、障害の

のある人の

ーク、商工

ての理解を

会が得られ

への移行

し、就労

を図りま

障害者雇

のある人

の就労を

工会議所

を深めま

れるよう

 

行

雇

人

を

所



  

  ⑨

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケ

 〔暮

 ・保

 ・生

 ・無

 

 

⑨保健・

ケート調査 

暮らしやすい

保健・医療の

生活支援(福祉

無回答 19.3

障害を

は、障害

とから、

重要なこ

障害(LD

療・保健

です。 

アンケ

して「保

挙げられ

また、

あげての

医療 

 

いまちづくり

の充実 26.

祉サービス

.3% 

を早期に発

害のある人

障害のあ

ことです。

D)、高機能

健・教育の

ケート調査

保健・医療

れています

近年、う

の自殺対策

自立支

りの条件〕 

6.8% 

)の充実 2

発見して

人の負担を

ある人が自

。特に、注

能自閉症な

のそれぞれ

査によると

療の充実」

す。 

うつ病など

策が課題と

支援さく

 

20.3% 

(４７ペー

取組の視

て必要な治

を軽減し、

自立した社

注意欠陥/

などの発

れの機関が

と、暮らし

」「生活支

どによる自

となって

らプラン

ージ)

視点 

治療と適切

、生活能力

社会生活

/多動性障

達障害に

が連携した

しやすいま

支援(福祉サ

自殺の問

います。

ン 

切な支援

力の向上

を送るた

障害(AD/

には、早期

た適切な

まちづく

サービス)

題が注目

 

を行うこ

上に繋がる

ために、大

/HD)、学

期の発見と

な対応が必

りの条件

)の充実」

目され、国

 

こと

るこ

大変

学習

と医

必要

件と

が

国を



  

施策の

○

神

合

○

そ

○乳

○

病

○在

る

適

○

重点課

自殺

とが

の方針 

１歳６か

神・発達

合、療育

ことばと

その保護

イルを作

乳幼児期

出前健康

いつでも

病等診療

在宅で寝

る人々に

適切な歯

自殺予防

中で、国

課題 

殺予防対

がないよ

か月児健康

障害等支

育機関への

発達の相

護者が確認

作成し、他

から成人

康講座・講

安心して

療所事業や

寝たきりの

に対して、

歯科診療が

防対策につ

の動向を

対策は重要

よう、障害

康診査、３

支援を必要

の紹介等適

相談事業を

認された場

他の専門機

人期まで、

講演会など

て暮らして

や小児初期

の高齢者等

かかりつ

が提供され

ついては、

を見ながら

要なテーマ

害者施策の

３歳児健康

要とする子

適切な支援

を通じて障

場合、保護

機関に継続

心の健康

どの事業を

ていけるた

期急病診療

等、歯科治

つけ歯科医

れるよう努

庁内の関

ら検討しま

マです。障

の中で具体

 (４８ペー

康診査等に

子どもやそ

援を実施し

障害による

護者の希望

続して情報

康づくりに

を通じて進

ための医療

療所事業を

治療を受け

医や関係機

努めます。

関係所属に

ます。 

障害のある

体的な検討

ージ) 

により、運

その保護者

します。 

る支援が必

望に基づい

報提供を行

に関する啓

進めます。

療体制と

を継続して

けることが

機関との連

。 

による連絡

る人が、自

討を進める

運動・視聴

者が確認さ

必要な子

いてサポ

行います

啓発活動

。 

して、休

て実施し

が困難な障

連携を図

絡会議を実

自らの命を

る必要があ

聴覚・精

された場

どもや

ートファ

。 

を広報・

日夜間急

します。 

障害のあ

りながら

実施する

を絶つこ

あります

精

場

急

あ

、

る

す。 


